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りN2-S症閉 (n-ll)と比べ有意に予後良好

であった (P〈O.05).

ほ とめ】LPC+GEM による補助化学療法は

比較的安 全 に施行可能であり,NO,Nl症例では

予後 に 寄 与 し ている可能性がある.

2 GFJl･1+Sl1療法が奏功し肝切除を施行した

肝内胆管癌の 1例

荒岡 蒐樹 ･佐々木正貴 ･白井 良夫*

若井 俊文*･坂口 純*･神田 循晋**

若林 広行**･畠山 勝義*

新津医療センタ-病院外科

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器 ･一般外科学分野*

新潟薬科大学 薬学部 臨床薬剤

治療学研究賓**

GEM +S-1療法が奏功 した肝内胆管癌の 1

症例を経験 したので報告する.症例は61歳,男

性.近医でのUSにて肝腰痛を指摘され,精査目

的で入院した.CT上肝外側区域に径 6cmの辺縁

不正な腫壕と内側区域に径 1cmの娘病巣を認め

た.横隔膜への直接浸潤および傍噴門および腹腔

動脈撮部,肝門部リンパ節腫太を認め,根治術不

能 と判断 し化学療法を施行 した. レジメンは

GEM IOOOmg/bodybiweekly,S-180mg/m2

day1-14投与を1クーリレとした.2クール後PR

INとな り,塵癌 マ -カー も CEA4.1- 1.5,

CA19-914600- 166と低下した.6カ月後の CT

上肝外側区域の厳癌は縮小し,内側区域の娘病巣

は消失した.横隔膜への浸潤も軽度で傍噴門およ

び腹腔動脈根部,肝門部 リンパ節腫太も縮小 し

た,化学療法開始後7ヵ月後に開腹手術を施行し

た.腹膜転移を認めたが,術中迅速病理検査で癌

細胞はなく,肝左葉切除,肝外胆管切除を含むリ

ンパ節部活,および右肝管空腸吻合術を施行 し

た.GEM+S-1療法が奏功した肝内胆管癌の 1

例を経験したので報告 した.
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3 消化器外科術後頻脈性不整脈に対する薬剤治

療の効果

皆川 昌広*･**･黒崎 功*

永東 洋*･**･遠藤 裕**

畠山 勝義*

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器 .一般外科学分野*

同 救命救急医学分野**

【はじめに】頻脈性不整脈 (TC)はよくみられ

る術後合併症の一つである.今回,消化器外科術

後TC症例に対する薬剤治療の効栄を検討してみ

た.

【方法】消化器外科術後に生じた頻脈性不整脈

に対しジゴキシン (Dト ベラパ ミル (Ⅴト ラン

ジオロ-ル (L)のいずれかを使用 した症例のべ

37例を対象とし,背景国子,効果について比較検

討を行った.

f結果】73.6%に高血圧 ･心疾患の合併がみら

れた.各薬剤の有効率は D,Ⅴ,Lそれぞれ

28.5%,73.3%,85.7%であり,3時間以内の再

発率は50%,27.2%,8.3%であった.

【まとめ】ランジオロールは術後TCには有効

率 ･再発率から,他剤に勝っている.無効例は,

重篤な合併症の発生に注意する必要がある.

SessionⅡ 『症例』

こ1 無黄症で発見された胆管癌の 1症例

田追 昭子 ･阿部 要一 ･山田 明

佐藤 秀一*･摺木 陽久*･東海林俊之*

津田 晶子**･岩測 三哉***

木戸病院外科

同 消化器内科*

同 糖尿病内科串*

新潟大学医学部保健学科病態検査学***

症例は,75歳男性.当院内科にて,平成 2年 4

月より,糖尿病の治療目的に外来通院 されてい

た.腹痛精査目的に消化管精査,腺癌マーカ-の

検索を定期的に甜lowupされており,黄痘,肝胆

道糸酵素の異常が認められなかったが,CA19-9
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の数値が,H21,1月;39.9U/ml,3月;57.7U/ml,

6円 ;53.3U/ml,H22,5月 ;99.1U/mlと徐々に

上昇認めたため,H22,5札 CT施行 したところ,

肝内胆管の軽度拡張あり,胆管癌疑われ,ERCP

施行にて,中部胆管から左右肝管分岐部まで腺癌

影,狭窄認め,胆管癌と診断 し,H22,7札 全腎

幽門輸温存酵 頭 十 二指腸切除術施行 した 本症例

のごとく, 無 輩 痕 , 肝胆道糸酵素 上昇の認められ

ない場 合 で あ っ て も , CA19- 9の 上界などの症

例に対 し て は , 胆 管 癌 の可能性を念頭に置き,CT
などの精査を行 う こ と が重要であると考えられ

た.

5 稀な再発 ･転移形態を呈した肝細胞癌の 2例

角南 栄二 ･黒崎 功*･畠山 勝義*

白根健生病院外科

新潟大学大学院医減学総合研究科

消化器 ･ 一般外科分野*

当院で経験 した,比較的稀な再発 ･転移形態を

望 した肝細胞癌について報告する.

〔症例 1〕77才,男性.

【既往歴および現病歴】1994.5月よりHCVcar-

rierに当院内科治療中.2000.10月HCCを指摘 さ

れ以後TAE/PEIT/HAIにてコン トロ-ル.2008.

11月膳左方に腺癌を自覚 され 12月手術施行.柄

理にてHCCの腹直筋転移と診断された.

〔症例 2〕67才,男牲 タバコ50本/舶 年間.ア

JLコ-)L:溝 2合+ ビー)L13001111/rl.HBV

(-),HCV 卜 ).2008.10月下旬より背部痛およ

び下痢を自覚.11月内科初診時腹部膨満あり,右

下腹部に腺癌を触知,腺癌マ-カ-AFP29660,3,

PⅣ茨AⅢ47806と高値.cT/MDCTにて肝表面,

左右下腹部,ダグラス轟に感壕が多発 していた

が,肝臓内に腫壕を認めず.12月開腹生検施行.

病理にて男手細胞癌の腹膜播確と診断 された

6 ソナゾイド⑧造影超音波内視鏡 (EUS)を施

行 した早期胆嚢癌の 1例

河久 順志 ･塩路 和彦 ･岩永

上村 露 出 ･富樫 忠之 ,川合

鈴木健司 ･成滞林太邸 ･青柳
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黒崎 功*

新潟大学医歯学総合病院第三内科

新潟大学大学院医歯学総合研究科

症例は,80歳代の男性.皮膚癌で 右 下 腿 切 除

後,転移検索目的のCTで胆嚢に腫癌 を 指 摘 され

当科絹針 DynamicCTで胆嚢底部に34mm太の

亜有茎性で表面凹凸のある,早期濃染 し,wash

ouもする隆起性病変を認めた.MRCP,ERCPでも

胆嚢底部に同様の隆起性病変を認めた.血行動態

評価目的に体表式ソナゾイドIi-､造影超音波検査と

ソナゾイド頒)造影超音波内視鏡検査を施行,両検

査ともに腫癌内に樹枝状の血管橡 とびまん性の

濃染像を認めた.また,主病変近傍に平坦隆起を

認めたが,ソナゾイド⑪で造影 されないため,胆

泥であると鑑別可能であった.EUSにて外側高エ

コ-の断裂はなくSS浅層までの胆嚢癌と診断 し

た.当院外科にて肝床切除術施行.切除標本の病

理診断はAdenocareinoma(pap>tubl),int,

1yO,vO,Uno,m,S(-),pHinfO,pBinfO,PVO,

pÅo.PBMO,PHMO,PEMOfrlNOHOPOMOfSta酢

Ⅰであった.

一部施設で行なわれている造影 EUS用の特殊

なモ- ドを用いずともコンベックスEUSの Bモ

ー ドにて血行動態評価が可能であった さらに症

例 を蓄積することでソナゾイ ド⑭造影 EUSが胆

輝領域の画像診断に有用な検査になりうると考

えられた.

7 十二指腸に巌頓 した胆石イレウスの 1例

太閤 安倍 ･岩松 宏 ･関根 和彦*

渡通 夜純*･林 達彦*･軸 力 裕一*

村上総合病院消化器内科

同 外科*

十二指腸に鱗 曝 した胆石イレウス (Bouveret


